
平成２７年度第１回池田市発達支援システム検討委員会次第 

                                   と き：平成２７年９月２４日（木） 

                                            午前１０時～１２時 

                                   ところ：市役所５階 大会議室 

案  件 

（１）２６年度の取り組みについて 

（２）２７年度の取り組みについて 

（３）大阪府における発達支援に関する取り組みについて 

（４）各委員からの案件について（意見交換） 

（５）その他 



２６年度の取り組みについて～決算状況と事業報告～

1．発達支援システム構築事業 

【事業概要】 

 乳幼児期の早期発見から学齢期を経て成人期までの一貫した支援を実施するため、発

達支援システムの構築を図りました。また、発達支援システム構築、いけだつながりシ

ート Ikeda_s や「かおテレビ（注視点検出装置）」運用に係るコンサルテーション等を

大阪大学に委託しました。 

【事業費】 

  ３，３４２，５４１円（うち一般財源３１，１５１円） 

【実施状況】 

  ①いけだつながりシート Ikeda_s 作成（1,000 部）・配布（355 部） 

  ②池田市発達支援システム検討委員会（１回） 

  ③かおテレビ（注視点検出装置）運用（協力者 136 人） 

  ④発達支援研修会・講演会（７回） 

2．就学前児発達支援事業 

【事業概要】 

 児童の発達支援環境を総合的に整えるため、公私立保育所、私立幼稚園、留守家庭児

童会等への巡回支援、支援者や保護者対象の研修会、発達相談、発達検査及びグループ

療育を実施しました。  

【事業費】 

  ６２３，６９８円（うち一般財源０円） 

【実施状況】 

  ①巡回支援（公私立保育所 13、私立幼稚園８、公立こども園１、留守家庭児童会 11） 

    延べ 144 カ所、540 人 

  ②ケースカンファレンス  延べ 75 回 

  ③出前講座  ４回 

  ④発達検査・発達相談  延べ 138 回 

  ⑤グループ療育  10 人、全 39 回 
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3．障がい児通所支援事業 

【事業概要】 

 障がい児の療育等の支援を行うため、障がい児通所施設での児童福祉サービス給付費

及び医療費を給付しました。  

【事業費】 

  １１５，４５９，９０６円（うち一般財源３０，２８２，３３５円） 

【給付状況】 

  児童発達支援サービス  12 施設 延べ 633 人 

  医療型児童発達支援   1 施設 延べ 094 人 

  放課後等デイサービス  22 施設 延べ 772 人 

  保育所等訪問支援    2 施設 延べ 020 人 

4．障がい児福祉手当給付事業 

【事業概要】 

 重度障がい児の経済的負担を図るため、障がい児福祉手当を給付しました。  

【事業費】 

  ７，５５４，３２０円（うち一般財源１，８６７，３７０円） 

【給付状況】 

  受給者 45 人（年度末現在）、給付人数 延べ 534 人、手当額 月額 14,140 円 

5．障がい児タイムケア事業 

【事業概要】 

 発達障がい児と知的障がい児を対象に、児童間の交流や保護者の負担軽減のため、夏

休み期間中の活動の場を提供し、グループ活動や全身を使った運動遊び等を行いました。  

【事業費】 

  ４１，３９２円（うち一般財源０円） 

【実施状況】 

  実施回数 ６回（夏休み期間中の毎週水曜日）、参加人数 17 人 
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２７年度の主な取り組みについて～現状と今後の予定～

1．発達支援システム推進事業 

 ①いけだつながりシート Ikeda_s の配布：160 部（27 年８月末） 

 ②かおテレビの実施：協力者 57 人（27 年８月末） 

 ③池田市発達支援 Map の作成：3,000 部 

 ④発達障がい講演会：28 年２月 18 日に開催予定 

2．障がい児通所支援事業 

 27 年度上半期（４～９月）の給付費：69,245,405 円 

利用者数：延べ 929 人 

 【参考】池田市内の通所施設数：８カ所 

３．障がい児タイムケア事業 

 実施回数：６回（夏休み期間中の毎週月曜日） 

 参加人数：16 人 

４．大阪府ペアレントサポート事業 

 ①ペアレント・トレーニング及び保護者支援プログラム 

  事業内容：家族支援の取り組みの一つとして、子どもの特徴や効果的な対応の方法を

理解することで負担の少ない子育てができるよう、府内６カ所にある発達

障がい児療育拠点に委託して実施 

実施回数：５回（10 月～28 年２月の各月１回） 

  参加人数：５人（予定） 

※ペアレント・トレーニング：行動療法の考え方に基づいた、一人一人の子どもに合

った効果的な対処法を親が身につけることを目的としたプログラム。 

 ②ペアレント・メンター事業 

  事業内容：発達障がい児者の子育て経験のある方が、その経験談や保護者の視点から

発達障がいとその支援に関する情報提供を行う（大阪府発達障がい者支援

センターアクトおさかに委託して実施） 

※やまばと学園の保護者を対象に開催予定（28 年２～３月）。 
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【参考】妊娠・出産・子育て支援事業 

 （１）事業目的 

   池田市で実施している、妊娠・出産・子育てに関する各種事業の一貫した効果的な

周知や新たな子育て応援事業の実施、子育てに関する市民・活動団体の協働によるプ

ラットフォームづくりなどを通じて妊娠・出産・子育てに対する不安を解消し、池田

市で「産み・育てる」ことの魅力を高める。 

 （２）事業内容 

  ①池田市で子育てをする魅力を伝える、ブランディング戦略を策定 

  ②子育てハンドブックやホームページによるＰＲ 

  ③子育て支援イベント（講演会やワークショップなど）の開催 

  ④子育て支援のプラットフォームづくり 

 （３）予算額 

  11,500,000 円（国の「地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金」を充当） 

 （４）これまでの経緯など 

  ５月 26 日：第１回池田市妊娠・出産・子育て支援事業委託事業者選定委員会 

  ５月 29 日～６月 24 日：公募型プロポーザルの実施（受付は６月５日から） 

  ６月３～10 日：公募型プロポーザルへの質問の受付 

  ６月 30 日：プレゼンテーションを実施 

        第２回池田市妊娠・出産・子育て支援事業委託事業者選定委員会 

        委託事業者に特定非営利活動法人トイボックスを選定 

  ８月１日：委託契約書を締結 

  ８月中旬：児童健診時に市民アンケートを実施 

 ※池田市妊娠・出産・子育て支援事業委託事業者選定委員会メンバー（敬称略） 

  大方美香（池田市子ども・子育て会議会長、大阪総合保育大学児童保育学部長） 

  早川昌任（池田市副市長） 

  三好健太郎（池田市総合政策部長） 

  藤井重孝（池田市子ども・健康部長） 
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■『池田市発達支援Ｍａｐ』について 

乳幼児期から成人・高齢期まで、ライフステージに応じたサービスなどを、分かりやすく一つにま

とめた冊子『池田市発達支援 Map』を作成、８月から市役所をはじめ、関係機関窓口などで配布し

ています。 

 これは、発達障がいなど、子どもの発達について心配なとき「どこに相談しに行ったらよいのか分

かりにくい」といった声が、以前から寄せられていたことから、作成したものです。 

 発行部数は3,000部で、製作費用は約24万円。 

【参考】大阪日日新聞（平成27年８月19日）掲載記事 

※上記の記事はインターネット上にも掲載され、池田市内だけでなく、近隣市などからの問い合わせ

もいただいています。 
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■障がい児通所給付費の給付状況（27年度上半期）について 

１）27年度上半期（４～９月）の給付状況について 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

児童発達支援
給付費（円） 5,447,723 3,998,261 4,969,115 6,546,839 5,562,601

利用者数（人） 57 42 64 64 61

医療型 

児童発達支援

給付費（円） 165,567 161,406 167,418 208,228 172,080

利用者数（人） 9 9 9 9 9

放課後等 

デイサービス

給付費（円） 4,514,525 6,071,142 5,736,368 6,060,505 7,295,954

利用者数（人） 73 74 89 90 95

保育所等 

訪問支援 

給付費（円） 0 0 0 10,775 18,918

利用者数（人） 0 0 0 1 2

小
計

給 付 費 （ 円 ） 10,127,815 10,230,809 10,872,901 12,826,347 13,049,553 12,137,980 

利 用 者 数 （ 人 ） 139 125 162 164 167 172 

＜各サービス内容について＞ 

①児童発達支援：就学前児を対象に、日常生活での基本的な動作の指導、知識技能の付与、集団生

活への適応訓練などを提供。 

②医療型児童発達支援：児童発達支援及び治療を提供。 

③放課後等デイサービス：18 歳未満の就学児を対象に、学校授業終了後または休校日に生活能力

向上のために必要な訓練、社会との交流促進などを提供。 

④保育所等訪問支援：保育所や幼稚園などを訪問し、集団生活への適応のための専門的な支援など

を提供。 

２）25・26年度との比較、今後の見込みについて 

27 年度 26 年度 

実 績 

25 年度 

実 績 予算額 ４～８月 見込み 

給 付 費 （ 円 ） 150,835,000 57,107,425 137,057,821 108,503,885 81,758,873

利 用 者 数 （ 人 ） 1,780 757 1,816 1,519 1,049

内
訳

児童発達支援 
給付費（円） 73,385,000 26,524,539 63,658,894 62,578,842 60,173,604

利用者数（人） 650 288 691 633 556

医療型児童発達支援
給付費（円） 3,237,000 874,699 2,099,278 1,992,984 3,353,254

利用者数（人） 90 45 108 94 93

放課後等デイサービス
給付費（円） 73,955,000 29,678,494 71,228,386 43,739,113 18,146,965

利用者数（人） 1,000 421 1,010 772 391

保育所等訪問支援 
給付費（円） 258,000 29,693 71,263 192,946 85,050

利用者数（人） 40 3 7 20 9
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広報いけだ（２７年６月号）
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広報いけだ（２７年９月号）
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広報いけだ（２７年９月号）


